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エグゼクティブ・サマリー

• 前年の大口案件反動減がある不動産セグメントを除いて、各セグメントで増収増益の実績
特に、リース・割賦及びファイナンスの両セグメントで計画以上の新規取扱高を確保し、収益基盤
を拡充するとともに、今期の成長を牽引

• 一過性に因らない基礎的な収益が伸長したことに加え、資金調達面での効率化や、与信管理の強化
がコスト抑制につながり、中間純利益は２期連続での増益を確保

1 リース・割賦、ファイナンスを中心に堅調に推移、中間純利益は2期連続の増益

• 利回りや効率性を重視した資産の入替に注力することを基本に、将来の収益実現に向けた新規投資
にも積極的に取り組み、ファイナンスと不動産を中心に営業資産を拡大

2 営業資産残高は2,061億円（前期末比+158億円、8.3％増）

• 現中計期間中の累進配当かつDOE3.0%以上とする株主還元方針のもと取組み

• 足許の業績は、通期計画通りに進捗。現時点においては、年間配当56円（前期比+３円・７期連続
での増配）の配当予想とし、中間期では一株当たり28円を配当

• 引き続き、収益力の強化と資本の最適化を図りながら、ROE向上、企業価値の向上を目指す

3 中間配当は当初予想通りの一株当たり28円の配当を実施
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1 2026年3月期 第2四半期決算の概要
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2026年3月期 第２四半期決算概要

前期の大口不動産売却の反動減を主因として減収、営業利益・経常利益は減益
当期純利益は２期連続での増益の実績（前年との差異の詳細は次頁以降を参照）

リース･割賦、ファイナンスを中心とした新規取扱高の好調な推移に加えて、市場金利上昇を踏まえた
採算性を意識した取引を徹底し、資産の入替･積み上げと利回り改善による相乗的な収益獲得に注力

※親会社株主に帰属する中間純利益、以下同じ

単位：百万円、％

2026/3期2Q2025/3期2Q

増減率構成比実績構成比実績

△27.4%100.015,521100.021,365売上高

△15.7%18.32,84515.83,374営業利益

△13.2%18.52,86615.53,303経常利益

2.2%13.52,0959.62,050当期純利益※
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単位：百万円

1,376 
1,540 

1,790 1,890 

2,376 

259 

260 205 

3,752 

1,799 

2,050 2,095 

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

当期純利益

2026年3月期 第２四半期 前年実績との差異について

5

12,809 
13,777 

14,564 15,069 

4,531 2,591 

6,801 

452 

17,340 
16,368 

21,365 

15,521 

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

売上高

一過性要因

一過性要因を除いた基礎部分で見れば増収増益基調であり、持続的な成長を実現できている
安定的なストック収益と、投資と回収の回転によるフロー収益の両方の成長から通期計画の達成を目指す

※一過性要因に含むもの……販売用不動産売却、満了等に伴う建物リース売却、有価証券売却、物件処分による税金費用減少

2,021 
2,289 

2,775 2,793 

388 

372 

599 

52 
2,409 

2,661 

3,374 

2,845 

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

営業利益

2,033 
2,268 

2,704 2,765 

388 

372 

599 
101 

2,421 

2,640 

3,303 

2,866 

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

経常利益
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営業利益の増減要因（項目別）
リース･割賦、ファイナンスの資産拡大及び利回り改善のほか、賃貸不動産の新規開発や賃料引き上げな
どから安定的なストック収益が拡大、資金コストや信用コストの増加を打ち返して営業利益を確保

販管費の増加は賃上げや新規システム導入等が要因であり、将来に向けた人的資本投資やDX投資を推進

前期計上した販売用不動産売却益の剥落（△580）、建物リース売却による収益増（+33）① 一過性要因

営業資産拡大、利回り改善による収益増（リース割賦+238、ファイナンス+167、賃貸不動産+124 他）② 基礎収益

金利上昇影響（△181）と資産増に伴う借入残高増加（△32）による資金コスト増加③ 資金原価

人的資本への投資強化（△61）、DX関連投資等に伴う減価償却費の増加（△36）④ 販管費

△ 547

597

△ 209

△ 213
△ 54

△ 103

25/3期2Q 一過性要因 基礎収益 不動産
関連手数料

資金原価 信用コスト その他販管費 26/3期2Q

3,374

2,845

単位：百万円

1 2 3 4
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通期計画に対する第２四半期の進捗状況

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通期計画 34,800 5,700 5,600 3,700

第2四半期 15,521 2,845 2,866 2,095

進捗率 44.6% 49.9% 51.2% 56.6%

5,700 5,600 

3,700 
2,845 2,866 

2,095 

0.0%

10.0%
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30.0%
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50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

単位：百万円

50.0％

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通期計画 34,800 5,700 5,600 3,700

第2四半期 15,521 2,845 2,866 2,095

進捗率 44.6% 49.9% 51.2% 56.6%
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44.6%
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各段階利益とも、通期計画に対して50％前後となり、順調な進捗状況
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資産増加に伴い負債合計は151億円の増加。短期借入金には今期より活用を始めたコマーシャルペー
パーを含む

資産合計は前期末比165億円の増加。主に、営業貸付金、販売用不動産、割賦債権、投資有価証券（匿
名組合出資）など、営業資産の増加によるもの

貸借対照表

単位：百万円

△0.920.121.0自己資本比率（％）

増減額
26/3期
2Q末

25/3期末

14,278164,530150,252流動資産

△ 1094,7984,907現金及び預金

2,30431,96429,659割賦債権

20264,60264,399
リース債権及び
リース投資資産

7,50448,62241,118営業貸付金

4,61414,0039,389販売用不動産

2,23053,91051,679固定資産

△ 36238,40138,764有形固定資産

△ 22327,34627,570賃貸不動産(純額)

△ 1557,4167,572
その他賃貸資産

(ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾘｰｽ資産)

△ 40466506無形固定資産

2,63415,04312,408投資その他の資産

2,57313,06910,494投資有価証券

16,508218,441201,932資産合計

増減額
26/3期
2Q末

25/3期末

9,79759,24649,448流動負債

－5005001年以内償還予定社債

11,13549,70838,572短期借入金

△1,3379,03610,374その他流動負債

5,316115,170109,854固定負債

△ 25018,55018,800社債

5,26584,91279,646長期借入金

15,114174,416159,302負債合計

1,39444,02442,630純資産

16,508218,441201,932負債純資産合計
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81,359 83,607 90,511
100,815 103,165

32,453 32,900

41,693

41,458
48,982

37,792 
42,369

44,938
42,668

49,004

4,675 
4,378

4,927
5,403

5,023

156,280 
163,256 

182,070 
190,345 

206,175 

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

2Q

リース・割賦 ファイナンス 不動産 環境ソリューション

営業資産の推移

各セグメントで資産を積み上げ、営業資産残高は前期末比+158億円（+8.3%）の2,061億円

単位：百万円

利回りや効率性を重視した資産の入替を進めながら、資産回転型のビジネスを加速させることで収益
成長を目指す。足許では、将来の収益実現に向けた積極的な新規投資に取り組み、営業資産拡大

増減率増減額
2026/3期

2Q末
2025/3期

2.3%2,349103,165100,815リース･割賦

18.1%7,52348,98241,458ファイナンス

14.8%6,33649,00442,668不動産

△7.0%△3795,0235,403
環境
ソリューション

8.3%15,830206,175190,345合計

単位：百万円

+14.7%
+4.5%

+11.5%
+4.5%

+8.3%

セグメント別営業資産残高の増減状況



Copyrights ©2025 KYUSHU LEASING SERVICE CO.,LTD. All Right Reserved. 10

調達の状況

借入金･社債残高は、営業資産残高の増加に伴い、前期末比+161億円の1,536億円
第２四半期よりCPの活用を開始し、調達手段の多様化を進めながら効率的な資金調達に取り組む

政策金利引上げに伴い、既存借入の変動金利部分と新規調達の借入金利が上昇
短期的にはコスト増加が先行するものの、リース･割賦、ファイナンスの新規実行分への転嫁を促進
し、タイムラグの縮減に努める

（注）資金原価率＝資金コスト÷営業資産（期首期末平均残高）

資金コスト＝ 資金原価＋支払利息＋社債発行費

116,879 114,424 123,062 118,218 134,620 

200 2,000 
9,800 19,300 

19,050 
117,079 116,424 

132,862 137,519 
153,670 

0.45 0.46 0.45 

0.59 

0.72(年換算) 
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20,000
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100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2Q

社債

借入金

資金原価率

（百万円、％）【 借入金・社債残高 および 資金原価率 】
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総資産・純資産・自己資本比率の推移

169,417
175,514

193,398
201,932

218,441

33,467 37,889 40,142 42,630 44,024

19.7 

21.4 
20.6 21.0 

20.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2Q

総資産 純資産 自己資本比率

（百万円、％）

安定的な資金調達に向けた外部評価の維持・向上や、リスクバッファの観点から、一定の自己資本比率
は確保しつつ、収益力の強化と、高い水準での株主還元を目指すことで資本効率の改善を図る
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事業トピックス①
……インドネシアでの戸建住宅開発プロジェクトへの参画

事業パートナー連携による海外ビジネスへの展開と社会課題解決への挑戦

• インドネシアにおける大規模戸建住宅開発プロジェクト「コタ・ポドモロ・テンジョ プロジェクト」
に対し、当社グループから優先出資を行い、本プロジェクトに参画
事業パートナーとしてシノケングループ及びインドネシア有数の大手デベロッパーであるアグン･ポド
モロ社と連携し、共同で住宅開発を進める

• 本プロジェクトでは、TOD（公共交通指向型開発）という都市開発手法を採用。中核となる8,000戸
超の戸建住宅開発のほか、新たな駅や商業エリアを整備し、利便性の高い複合的な街づくりを目指す
ことで、慢性的な住宅不足というジャカルタ都市圏の社会課題の解決に貢献

• 現中計に戦略として掲げる、新たなマーケット･ビジネスへの挑戦や、社会課題解決を起点にした事業
領域拡大の実現から、当社グループのサステナブルな成長を目指す

プロジェクトの全体像

• TOD（Transit-Oriented Development）
鉄道やバスなどの公共交通機関の駅を中心に、住宅、商業施設など
を集約する都市開発手法で、自動車への依存を減らし公共交通機関
の利用を促すことで持続可能な都市のあり方を目指すもの

プロジェクト完成イメージ

• 複数の区画フェーズごとに戸建住宅を開発･販売
人口増加が見込まれる高成長市場で、住宅開発の需要は大きい

• 駅周辺には、ショッピングモール等の商業エリアのほか、ガソリン
スタンドやコンビニなどの路面店を整備
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事業トピックス②
……SPC（特別目的会社）を通じたシンガポール物流施設の持分取得

成長市場であるロジスティクス分野への取組みを加速

• シンガポールの大型物流施設「８ Jurong Pier Road（以下、８JPR）」を、SPC（特別目的会社）
を活用し、事業パートナーである福岡地所株式会社などと共同で取得
中長期的な収益不動産として運用

• シンガポールは、アジア最大の貨物空港であるチャンギ国際空港のほか、世界第２位のコンテナ取扱
量を誇るシンガポール港を有する世界の物流拠点
８JPRが位置する西側地区は、製造業や物流業が集積するほか、石油・化学産業特区である人工島
（Jurong島）を含むエリアで、物流施設のニーズが非常に大きく、高い稼働による高収益が見込まれ
る

• 経済活動を支える不可欠な社会インフラであるロジスティクス分野への投資を通じて、海外市場を含
めた成長領域への展開強化と収益獲得を目指すとともに、持続可能な社会の実現に貢献

物流施設：８JPR

●
８JPR所在地

チャンギ
国際空港

●

シンガ
ポール港●

物件所在地



Copyrights ©2025 KYUSHU LEASING SERVICE CO.,LTD. All Right Reserved. 14

事業トピックス③
……株式会社ストレージ王の株式を取得し持分法適用会社化

トランクルーム事業の連携強化

株式会社ストレージ王会社名

千葉県市川市市川南本社所在地

代表取締役社長執行役員 荒川 滋郎代表者

2008年５月設立

トランクルームの企画・開発・運営・管理事業内容

東京証券取引所グロース市場（コード:2997）上場市場

当期純利益経常利益営業利益売上高直近期業績
(2025年１月期)

単位:百万円 751701714,262

ストレージ王 企業概要

• コンテナやビル内のレンタル収納スペースを提供するトランクルーム事業を行う株式会社ストレージ
王（以下、ストレージ王）の株式を追加取得し、2025年７月より持分法適用会社化

• 在宅ワークや住空間の変化、家賃･建築コスト高騰を背景に、自宅やオフィスに入りきらない物を保管
するニーズが高まる中、トランクルーム市場は拡大
ストレージ王は、関東を中心に208カ所/12,004室（2025年７月末時点）のトランクルームを展開
収納スペースを賃貸するだけでなく、土地の有効活用や投資用不動産としての活用など幅広いニーズ
に対応し、安定した業績と将来の成長性が見込まれる企業

• 当社グループにおいても、賃貸用･販売用不動産としてトランクルームを保有しており、ストレージ王
とは従前より連携
今回、持分法適用会社とすることで、より緊密な協力体制を構築し、九州エリアでの新規出店や土地
情報の共有などから、シナジー発揮による両社の事業拡大を目指す

ストレージ王が提供するトランクルーム一例
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2 セグメントの状況
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セグメント別 売上高・利益

10,836 10,858 

1,030 1,185 

8,631 

2,528 

257 

266 

597 

669 

2025/3期2Q 2026/3期2Q

環境ソリューション

フィービジネス

不動産

ファイナンス

リース・割賦

969 1,017

647 
738

1,811 
1,130

136 

142

146 

191

2025/3期2Q 2026/3期2Q

単位：百万円

【売上高】 【セグメント利益】セグメント間調整前

15,521

21,365
3,206

3,692

前年の反動減がある不動産セグメントを除いて、各セグメントとも増収増益の実績
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セグメントの状況（リース・割賦）①

【売上高】 【セグメント利益】

商業用設備などを中心に新規取扱高が堅調に推移、建物リース売却等も寄与し、増収増益の実績
売上高は前年同期比0.2％増、営業利益は5.0％増、営業資産残高は前期末比2.3％増

8,781 
9,407 9,760 

10,836 10,858 

リース 割賦

641 

783
841

969
1,017

リース 割賦

81,359 83,607 
90,511 

100,815 103,165 
リース 割賦

【営業資産】

単位：百万円



Copyrights ©2025 KYUSHU LEASING SERVICE CO.,LTD. All Right Reserved. 18

7%
6%

12%

11%

2%

31%

20%

10% 1%

セグメントの状況（リース・割賦）②

リース･割賦営業資産残高の機種別シェアは前期末時点から概ね変動なし
収益性が高く比較的長期契約となる建物リースに注力

7%
6%

12%

11%

2%

31%

19%

10%

2%

情報関連・事務用機器 産業工作機械 土木建設機械
輸送用機器 医療機器 商業・サービス業用機械設備
建物リース 太陽光設備 その他

【リース･割賦営業資産残高（機種別）】

合計
103,165百万円

（前期末比＋2.3%）

建物リース

商業・サービス
業用機械設備

合計
100,815百万円

（参考）2025/3期 期末

2026/3期 2Q
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812 
846 

907 

1,030 

1,185 

セグメントの状況（ファイナンス）

460 
510 

568 

647 
738 

単位：百万円

【売上高】 【セグメント利益】

32,453 32,900 

41,693 41,458 

48,982 

【営業資産】

外部金利環境を踏まえ新規実行では変動金利を適用するなど、収益性を重視した営業戦略を徹底
貸出残高増加による利息収入の拡大及びファイナンス手数料収入の増加により増収増益
売上高は前年同期比15.0％増、営業利益は14.1％増、営業資産残高は前期末比18.1％増
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セグメントの状況（不動産）①

1,615 

6,257 

4,841 

8,631 

2,528 

733 

1,144 

1,337 

1,811 

1,130 

【売上高】 【セグメント利益】

37,792 

42,369 
44,938 

42,668 

49,004 

【営業資産】

前年計上した販売用不動産売却収入の剥落を主因に減収減益の実績（セグメント内訳は次頁を参照）
売上高は前年同期比70.7％減、営業利益は37.6％減、営業資産残高は販売用不動産の取得等により前期
末比14.8％増

単位：百万円
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セグメントの状況（不動産）②

高い稼働率を維持しながら市場動向に合わせた賃料引き上げ交渉により賃貸不動産の収益向上
販売用不動産については市況を見極めながら、利回りや築年数を考慮した資産の入替を推進する方針
第２四半期までは販売用不動産売却の実績はなく、新規取得を進めている状況

セグメント利益売上高

増減率
%

2026/3期
2Q

2025/3期
2Q

増減率
%

2026/3期
2Q

2025/3期
2Q

+4.7826789+3.71,7201,659賃貸不動産

△81.6118642△94.93216,331販売用不動産

△70.392312△36.1328513仲介手数料

+39.79266+25.5158126その他
(匿名組合投資収益等)

△37.61,1301,811△70.72,5288,631合計

■不動産セグメント内訳 (単位：百万円)

仲介手数料は前期大口取引計上の反動から減益となったが、計画に対しては順調な進捗
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セグメントの状況（フィービジネス）①

224 237 
247 257 266 

90 

103 

125 
136 

142 

（注）2019/3期以前は環境ソリューションセグメント調整前

単位：百万円

【売上高】 【セグメント利益】

カーリース手数料収入及び保険代理店収入が堅調に推移し、増収増益
売上高は前年同期比3.5％増、営業利益は4.0％増
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セグメントの状況（フィービジネス）②

セグメント利益売上高

増減率
%

2026/3期
2Q

2025/3期
2Q

増減率
%

2026/3期
2Q

2025/3期
2Q

△2.18183+0.9168167カーリース紹介料

+7.42523+4.04240生命保険手数料

+15.72824+9.24541損害保険手数料

+32.264+26.697その他

+4.0142136+3.5266257合計

■セグメント内訳

リース･割賦やファイナンス、不動産のお取引先に対する複合取引の推進により収益拡大に貢献
高効率のノンアセットビジネスとして注力

単位：百万円
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セグメントの状況（環境ソリューション）

523 
575 594 597 

669 

92 

121 125 

146 

191 

【売上高】 【セグメント利益】

4,675 
4,378 

4,927 

5,403 

5,023 

【営業資産】

売電収益が堅調に推移したこと加え、環境関連分野向けの匿名組合投資収益により、増収増益
売上高は前年同期比12.1％増、営業利益は30.3％増。営業資産残高は太陽光発電設備の減価償却及び
匿名組合出資の一部償還により前期末比7.0％減

単位：百万円
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3 2026年3月期 業績予想・配当予想
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2026年3月期 業績予想

26

単位：百万円

金利上昇による資金コスト増加や、企業倒産による信用コスト増加が収益押し下げ要因となる中、
リースを中心としたコアビジネスの安定的な成長と、ノンアセットビジネスの強化により各セグメ
ントで収益力向上を図り、コスト増を打ち返して前期以上の利益を確保する計画

2026/3期2025/3期実績

進捗率2Q実績通期予想構成比実績

44.6％15,52134,800100.039,338売上高

49.9％2,8455,70014.45,651営業利益

51.2％2,8665,60014.25,584経常利益

56.6％2,0953,7009.13,569当期純利益

112.6％
（増加額に対する進捗）

206,175204,400－190,345営業資産残高

第２四半期までで各段階利益ともに50％前後の進捗率であり、順調に推移
引き続き、通期計画の達成を目指し業務に邁進
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2026年３月期 配当予想・過去配当推移

27

• 現中計期間中の累進配当かつDOE3.0％以上とする株主
還元方針

• 足許の業績の進捗状況等を踏まえ、中間配当については、
当初予想通り一株当たり28円00銭の配当を実施

• なお、期末配当は一株当たり28円00銭、年間配当は56
円00銭の予想
今期業績予想（当期純利益3,700百万円）に基づく連結
配当性向は34.2%、DOEは3.0%以上となる見通し

【2026年３月期 配当予想】

配当予想
(2026年３月期)

+11円00銭28円00銭

△8円00銭28円00銭

+3円00銭56円00銭

中間配当

期末配当

年間配当

前期実績
(2025年3月期)

17円00銭

36円00銭

53円00銭

【過去配当推移】

2.5 

14.0 15.0 16.5 18.5 

25.5 
30.0 

53.0 
56.0 

1.3% 1.3% 1.3% 1.4%
1.6%

1.8%

3.0%

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

0.035

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

2005/3期 ・・・・・・ 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

予想

年間配当

DOE

株主還元方針を変更
累進配当の方針を明記し
DOE3.0%以上を配当

内部留保の充実による財務体質強化を図りつつ、安定的に配当を実施してきた
（2005/3期以降、減配無し）

７期連続での増配予想

中間実績
(2025年9月期)

28円00銭

ー

ー

3.0%以上
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【お問い合わせ先】

株式会社九州リースサービス 総合企画部
TEL 092-431-2915
ホームページ：https://www.k-lease.co.jp/

■本資料の注意点
・本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。投資に関する決

定は、ご自身のご判断において行われるようお願いします。
・本資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、現時点で入手可能な情報と合理的で

あると判断する一定の前提に基づき当社が予測したものです。実際の業績は、様々なリスク要因や不確実な要素によ
り、業績見通しと大きく異なる可能性があります。

・本資料中の情報によって生じた影響や損害については、当社は一切責任を負いません。
・なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複写複製、または転載等を行わないようにお願いいたします。


